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⑤ 街区内の低未利用地の再編と活用による憩い空間の創出 

活用イメージの概要 
 

街区内の低未利用地の再編により、建替え促進と伝統的なオープンスペースの憩い空間を再生したい 

 

・街区内の空き家や駐車場の土地の集約や交換により、憩い空間を再生 

・再生した空間を歩行者空間や広場として整備し、回遊ネットワークや賑わい空間を創出 

活用する手法 

 
低未利用土地権利設定等 

促進計画 

立地誘導促進施設協定 

（コモンズ協定） 
その他都市計画制度 

活用

手法 
〇 〇 土地区画整理事業 

想定されるメリット・効果 
◎街区内の延焼遮断帯や歩行者空間、広場、冬季の雪捨て場として機能してきた空間の再生により、街区

の防災性向上や安全な歩行者ネットワークを形成 

◎短冊状敷地の再編により、空き家化や老朽化が進む店舗併用住宅の建替促進 

 

従前の状況 
・古くからの中心部で、間口の狭い短冊状の敷地

に低層の店舗併用住宅が建ち並ぶ商業地 

 

・空き家・空き店舗の増加とともに、街区を貫通す

る形で駐車場化が進行 

 

・北側の街区では、短冊状宅地の裏側の土地を市

が取得し、広場整備や伝統的建造物群保存地区

を含めた回遊性向上の取組が進められている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制度適用後のイメージ 
○南側街区の低未利用地化している細い短冊

状の区画を再編し、街区内の裏庭空間を歩

行者用通路や広場として再生 

 

○道路として位置付けや短冊状敷地の一部再

編により、街区内に建築利用可能な土地を創

出し、空き家・空き店舗の建替が促進 

 

 

 

 

 

広場 

 

伝統的建造物群保存
地区 

○建物内通路の保全、再生 

○建物内通路の

保全、再生 

○裏庭空間の再生（広場、歩行者空間、延焼遮断帯） 
○道路の位置付け等街区内の土地利用の推進 

○賑わいのある

通りづくり 

広場でのイベント開催 
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モデルイメージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各主体の役割                       主体別のメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

STEP2 コモンズ協定と道路・

広場の整備 

⑥空き家・空き店舗を除却・建

替 

市は新設道路を整備 

⑦広場・道路（歩行者空間）の

整備 

⑧裏庭空間を活用して再生し

た広場と街区外周の建物内

通路の管理についてコモン

ズ協定を締結 

 

STEP1 低未利用土地権利設定

等促進計画 

①公的所有の空き店舗跡地の

一部と街区内側の非接道敷

地を交換 

②公的所有の空き店舗跡地の

一部と道路として位置付ける

民地を交換 

③市が道路用地を取得 

④短冊状の敷地の一部を交換

し、新たな道路沿いの 2 敷地

に再編 

⑤民間駐車場・空き地の街区

内側部分を集約してまちづく

り団体（NPO 法人）に賃借権

を一体的に設定 

主 体 メリット 

行政 ○街区の防災性の向上 

○にぎわいや回遊性の向上 

ま ち づ く り 会 社

(NPO 法人） 

○流通税等の軽減 

○活動拠点の創出 

地権者等 ○建替えしやすい敷地の確保 

○賑わい創出による不動産価値の向上 

商業者 ○出店機会の増加 

 

 

大規模商業施設の
空き店舗 

公共施設 

回遊ルート 

市 

地権者等 

商業者 

まちづくり会社 
（NPO 法人) 

住民・来街者 

料金 サービス提供

出店、 
賃料 

イベント主催、

場所貸し

固定資産税等

の軽減 
道路用敷地
の等価交換

流通税の

軽減 

管理 

賃料、 
管理 

広場の定期借地、 

建物内通路の無償貸付 

低未利用土地権利設定等

促進計画、コモンズ協定 

⑦広場や建物内通路の 
整備 
⑧管理についてコモンズ
協定を締結 

⑥道路の整備 

① 
② 

③ 

④ 


